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令和７年度 第２回公民館運営審議会議事要旨 

報告事項 

（１）令和 7年度東西公民館事業報告（１月末時点） 

（２）令和７年度東西公民館の事業計画（３月末まで） 

（３）公民館利用実績（令和７年４月から令和８年１月まで）について 

協議事項 
（１）令和８年度 事業計画（案） 

（２）その他 

日 時 

場 所 

令和８年２月１７日（火）9時３１分～１０時２９分 

東西公民館：会議室２ 

出席委員 ７名/8名 

教育委員会側 教育長、教育部長、図書館長、他２名が出席 

 

 

次 第 

１. 開 会 

２. 教育長あいさつ 

   風間教育長より 

３. 会長あいさつ 

髙橋会長より 

４. 報告事項 

   （１）令和７年度東西公民館事業報告（１月末現在） 

   （２）令和７年度東西公民館の事業計画（３月末まで） 

   （３）公民館利用実績（令和７年４月から令和８年１月まで）について 

５. 協議事項 

   （１）令和８年度 事業計画（案） 

   （２）その他 

６. 閉  会 
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≪  報告事項質疑等  ≫ 

 

（１）令和７年度 東西公民館 事業報告（１月末現在） 

（２）令和７年度 東西公民館の事業計画（３月末まで） 

（３）公民館利用実績（令和７年４月から令和８年１月末まで）について 

●事務局から上記の議題について説明を行った。 

 

委員からの質疑・意見内容 事務局の回答 

令和７年度 東西公民館講座開催日一

覧表において、定員は書いてあるが受講

者数が載っていない。 

 

同じく、表の右側について日付は有るが

実際の受講者数が載っていない。 

 

華道などは夜間の講座が有ったと思い

ますが、夜間は開催しないのか。 

 

 

一般の方への周知の仕方について、ＳＮ

Ｓを使える方は良いが使えない方にはど

のように周知するのか？ 

 

華道の流派は載せてはいけないので

は。 

 

 

 

 

 

 

 

新年度の講座生募集チラシなどは校長

会でＰＲするのも一つの方法ではない

定員と会場の間に申込者を設けて、申

請時の申込人数を記載することとした。 

 

 

各月の日付の下に括弧で受講者数を

載せる方向で対応していきたい。 

 

R６までは夜間に開催していたが、受講

者が６名位で低迷していたため、R７か

ら昼間のみに変更した。 

 

子供向けには学校等へチラシの配布を

行ったり、各施設へチラシ・ポスター等

の配架をする。 

 

講師の先生に確認した結果、昨年公民

館担当より載せてよいか確認があり、

載せてもよいとの回答をしたとのこと。 

質問された委員の方にも確認を行った

結果、どちらでもいいですよとのことな

ので、昨年同様に流派は載せることにし

た。 

 

３月開催に間に合えば、通年講座の募

集の回覧をお願いしたい。（2/２０に学

校教育課へ校長会の回覧をお願いし
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か。SNS を通じて一斉配信も行ってい

るので市内全校に周知は出来る。 

 

 

 

た。） 

 

≪  協議事項質疑等  ≫ 

 

（１）令和８年度事業計画（案） 

（２）その他 

●事務局から来年度事業計画の説明を行った。 

 

委員からの質疑・意見内容 事務局の回答 

広報無線の放送について、月毎の講座

の開催を放送させてもらえれば、途中か

らでも参加者が増えるのでは。 

 

 

 

公民館講座の検討報告について、どのよ

うに検討をしたのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状広報無線については、同じ内容の

ものは次の月には放送することが出来

ないシステムになっている。（他のイベン

ト等の広報が出来なくなるので制限が

ある） 

 

市民からのデジタル目安箱等からの指

摘や前回の運営審議会時の課題等を

踏まえ、事務局内で検討をした。 

その結果、生涯学習センター講座と東

西公民館講座で内容の重複は見られ

ない。しかし、受講生の減少等も踏まえ

広報の強化と新しい講座への転換も視

野に入れていくこととした。 

 

その他として事務局より、第 3 期裾野

市教育振興基本計画の東西公民館に

関わる方向性として、館長より説明。 

 

基本方針として 

１ 自分を生かす教育 

２ 多様性に満ちた教育 

３ 地域とともにある教育 
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４ 教育を支える基盤づくり 

を軸に、多様性を尊重する地域コミュニ

ティ形成が公民館にも求められている。 

 

生涯学習・市民活動支援の中心施設と

して、利便性の向上や地域講座、体験

活動、郷土学習などの拠点となる役割

を担っていき地域人材・団体と学校を

つなげていきたい。 

 

 

★協議事項は、出席委員全員一致で承認（欠席者 1名） 

 


